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１．研究計画の概要 
Arthur--Vogan により精密化された形の局
所 Langlands 予想を SU(3) をはじめとす
る代数群について研究する。 
特に、packet の内部を endoscopic lift との
間の指標公式も含めて調べ、 S-群の精密な
定式化とそれを使った packet 内部のパラ
メーター付けについて研究する。 
併せて、調和解析的不変量についても 
endoscopic lift や 局所 Langlands 予想と
関連して研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 
本研究に先立ち、研究代表者は  SL(n) の 
inner form の tempered L-packet に関し
て斉藤裕氏と共同研究を行った。 
この tempered L-packet を扱った研究の段
階では non-tempered な A-packet につい
ては endoscopic lift との間の指標公式を証
明することができず、課題として残されてい
た。 
研 究 代 表 者 は  Aubert--Zelevinsky 
involution を使う議論を A-packet に対し
て適用することにより、SL(n) の  inner 
form の A-packet に対して、本研究の目標
の一つであった endoscopic lift との間の指
標公式を示すことができた。 
また、一般の代数群に関して、packet に含
まれる表現の制限を S-群の作用を付けた形
で記述するための一般的な枠組みが得られ
た。 
 
(2) 
本 研 究 課 題 の 目 標 と し て い る 局 所 

Langlands 予想は、簡約可能代数群の既約許
容表現と Weil-Deligne 群の表現が対応する
ことを予想している。 
これにより、簡約可能代数群の既約許容表現
と  Weil-Deligne 群の表現の不変量である 
L-関数やε-因子が対応することが予想され
るのであるが、これらの不変量と既約許容表
現の調和解析的な不変量との関係は謎であ
った。 
簡約可能代数群の既約許容表現を考察する
上で重要な表現として discrete series 表現
があり、その調和解析的な不変量の中の重要
なものとして formal degree がある。 
研究代表者は、市野氏の予想を基にして、市
野氏と池田氏との共同研究により、formal 
degree と L-関数やε-因子との間の関係に
ついての予想を定式化することができた。 
 また、U(3) の stable な discrete series の 
formal degree に対して、twisted endoscopy 
を使った証明が得られた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
SL(n) の inner form の non-tempered な 
A-packet に対する局所 Langlands 予想の
証明が得られ、これまでの  tempered な 
packet に関する結果を  non-tempered な 
packet に拡張する技術が進展した。 
また、斉藤氏との共同研究の中で  S-群と 
endoscopy を使って packet の内部を記述
するための一般的な枠組みが得られ、跡公式
を使って証明すべき事項が明確になってき
ている。 
調和解析的不変量についても、市野氏と池田
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氏との共同研究の中で formal degree と L-
関数・ε -因子との関係について  U(3) の 
stable な discrete series の場合に証明する
ことができ、また endoscopic lift の正規化
についての Kottwitz--Shelstad の予想につ
いても SL(n) の場合に結果を得ることがで
きた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究課題においてはこれまでに、SL(n)  
の  inner form の  non-tempered な 
A-packet の場合の局所 Langlands 予想の
証明が得られ、また、表現の制限と S-群と
の関係を研究するための基本的な枠組みも
得られている。 
今後は、これまでの研究をもとに split し
ていないような代数群の packet について
跡公式を用いて研究をおこなっていく予定
にしている。 
また、市野氏と池田氏との共同研究の過程で
新たに formal degree と L-関数・ε-因子
との関係についての予想を得ることができ
たが、このような予想も本研究課題と関連し
た重要な問題であり、研究を進めていく予定
にしている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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